
2026.８　第380号 （公財）群 馬 県 交 通 安 全 協 会
群馬県交通安全活動推進センター

第44回交通安全写真コンクール入選作品（県安協理事長賞）　撮影　六本木　恵美子　氏（渋川市）

毎月25日は　高 齢 者 交 通 安 全 日

毎月１日は　県 民 交 通 安 全 日
毎月15日は　自転車マナーアップデー

運転は　心とアクセル　おだやかに
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（
公
財
）群
馬
県
交
通
安
全
協
会

で
は
、
六
月
四
日（
木
）
前
橋
市
大

友
町
の
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
に

お
い
て
、
町
田
理
事
長
以
下
、
理

事
・
監
事
・
地
区
局
長
等
出
席
の
下
、

「
令
和
八
年
度
第
一
回
理
事
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
理
事

長
が
議
長
と
な
り
、
令
和
七
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
書
等
の

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

県安協理事長
町田錦一郎

　

四
月
二
三
日（
木
）、
安
協
ビ
ル

四
階
会
議
室
に
お
い
て
、
地
区
交

通
安
全
協
会
事
務
局
長
等
を
一
堂

に
会
し
、
本
年
度
の
安
協
の
業
務

運
営
等
を
協
議
す
る
安
協
事
務
局

長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
税
理
士
の
鎌
川
拓

哉
先
生
を
招
き
、「
公
益
法
人
と
は
」

「
交
通
安
全
協
会
の
現
状
と
今
後
」

等
に
つ
い
て
の
運
営
業
務
の
懸
案

事
項
等
に
関
わ
る
講
演
を
受
講
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
生
方
専
務
理
事
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
牛
木
事
務
局
長
の

指
示
が
あ
り
、
有
意
義
な
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

　

五
月
二
六
日（
火
）、
県
総
合
交
通
セ

ン
タ
ー
で
、
本
年
採
用
し
た
三
名
の
職

員
が
、
警
察
本
部
運
転
免
許
課
に
よ
る
、

原
付
講
習
指
導
員
認
定
講
習
を
受
講
し

ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
は
、
原
付
免
許
の
学
科
試

験
に
合
格
し
た
者
を
対
象
に
運
転
指
導

行
う
指
導
員
を
養
成
す
る
も
の
で
、
指

導
員
と
し
て
の
心
構
え
や
法
的
根
拠
な

ど
の
講
義
の
ほ
か
、
実
技
講
習
で
は
、

発
進
・
停
止
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
の
基

本
走
行
や
法
令
に
基
づ
い
た
走
行
に
つ

い
て
、
指
導
方
法
や
着
眼
点
な
ど
を
技

能
試
験
官
か
ら
指
導
を
受
け
る
も
の
で

す
。

　

受
講
し
た
新
規
採
用
の
元
白
バ
イ
隊

員
は
、「
初
め
て
バ
イ
ク
に
乗
る
者
に
対

す
る
指
導
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

各
地
区
安
協
事
務
局
長

会
議
の
開
催

原
付
講
習
指
導
員
認
定

講
習
の
受
講

講 演 会 風 景

議案審議風景

講習会の実習状況

　

五
月
二
四
日（
日
）、
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
運
転
免
許
技
能
試

験
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
群
馬
県
交
通
安
全
協
会
（
群
馬
県
二
輪
車

安
全
運
転
推
進
委
員
会
）主
催
に
よ
る「
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
県
内
在
住

の
二
輪
車
ラ
イ
ダ
ー
を
対
象
と

し
て
、
県
警
交
通
機
動
隊
や
二

輪
車
安
全
運
転
指
導
員
な
ど
が

指
導
員
と
な
り
、
安
全
運
転
の

た
め
の
知
識
や
運
転
技
術
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
講
習
を

行
う
も
の
で
す
。

　

講
習
に
は
、
ビ
ギ
ナ
ー
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
の
五
一
人
の
ラ

イ
ダ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
県
警
交
通
安

全
対
策
室
員
が
「
最
近
の
交
通

事
故
情
勢
」
と
し
て
、
二
輪
車

の
事
故
事
例
な
ど
の
講
義
を
行

春
の
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
の
開
催

い
ま
し
た
。

　

実
技
講
習
で
は
、
経
験
年
数

や
車
両
の
排
気
量
、
性
別
な
ど

を
考
慮
し
た
５
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
て
、
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、

制
動
や
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
低
速
バ

ラ
ン
ス
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た

ラ
イ
ダ
ー
は
、「
免
許
を
取
っ
て

か
ら
数
十
年
乗
っ
た
こ
と
が
な

く
、
講
習
に
参
加
し
て
何
度
も

練
習
し
て
上
手
く
な
っ
た
の
で

楽
し
か
っ
た
。」
と
の
感
想
で
し

た
。

実技講習風景

開講式

令
和
八
年
度

第
一
回
理
事
会
の
開
催
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作文の題材
　家庭をはじめ、学校、地域等において交通安全について考え、話し合った内容や方法、その
結果実行していることなどを作文に書いて応募してください。

令和９年使用

◆締め切り　令和８年９月11日（金）※当日の消印有効
◆応募区分　☆小学生の部　☆中学生の部
◆応募方法
○応募作品は、応募時点の学年で書いたもの及び未発表のもので、自作のものとし、一人１作品に限り
ます。

　応募作品には、内容にふさわしい題名を必ずつけてください。
○作品の字数は、1,200字（400字詰め原稿用紙３枚）程度。ただし、小学１、２年生は、400字か
ら1,200字（400字詰め原稿用紙１～３枚）程度、小学３～６年生にあっては、800字から1,200字
（400字詰め原稿用紙２～３枚）程度でも可とします。
・ 電子メールによる応募も可能です。その際は、「応募票」とMicrosoft Wordの原稿用紙ファイル（１
枚当たり縦書き20字×20行）で作成した作品、又は手書きの原稿をスキャンしたデータを添付し、
件名を「交通安全ファミリー作文の応募」として送付してください。

○応募票には、①応募区分、②氏名（ふりがな）、③生年月日、④住所、⑤電話番号、⑥学校名・学年、⑦応募のきっかけを明記して
ください。なお、審査結果の通知について所属する学校等の団体の経由を希望する場合は、⑧団体名、住所、電話番号、メールアド
レス、担当者氏名を明記してください。

◆表　彰
　○ 最優秀作（内閣総理大臣賞）、優秀作（国務大臣・国家公安委員会委員長賞、文部科学大臣賞）、佳作（警察庁交通局長賞）の入賞者
を表彰します。

◆送付先 〒171-0033　東京都豊島区髙田3-6-7　ニュー野村マンション101号室
　　　　　（株）シバムジーク内「交通安全ファミリー作文コンクール係」　ＴＥＬ：０３－６９１２－９２２１
　　　　　Ｅ-mail:sakubun2026@npa.go.jp
● 主催：警察庁、（一財）全日本交通安全協会、（公財）三井住友海上福祉財団、（一財）日本交通安全教育普及協会
●後援：内閣府、文部科学省　●協賛：全国共済農業協同組合連合会

◆募集部門・内容（ 以下の重点テーマに沿ったスローガンを作
成、句読点はつけないこと）

☆一般部門Ａ＝自動車の運転者（同乗者を含む）に呼びかける部門
　　 A-1 交通ルールの遵守と交通マナーの向上（横断歩道等に
おける歩行者保護、運転中のスマートフォン等の使用禁止、
他の車への思いやりの気持ち、あおり運転の禁止など）A-2 
飲酒運転の根絶　A-3 後部座席を含めた全ての座席におけ
るシートベルトとチャイルドシートの正しい装着　A-4 前
照灯の早めの点灯（夕暮れ時における前照灯の早めの点灯
により歩行者を早く発見すること、自分の車の存在を周囲
に知らせることなど）A-5 高齢運転者の交通事故防止

　☆一般部門Ｂ＝歩行者等（自転車等利用者を含む）に呼びかける部門
 　 B-1 交通ルールの遵守と交通マナーの向上（横断歩道等にお
ける交通ルールの遵守など、歩行者は、回り道でも横断歩
道を横断すること、横断するときは、手を上げるなどして
運転者に対して横断する意思を明確に伝えること、車の直
前・直後や横断が禁止されている場所を横断しないことな
ど、自転車は交差点に入る前に一時停止や安全確認をする、
特定小型原動機付自転車は、16歳未満の運転は禁止。また、
信号や一時停止等の道路標識に従わなければならない、な
がら運転、飲酒運転の禁止）　B-2 夕暮れ時と夜間における
交通事故防止（反射材用品の活用、ライトの早めの点灯）　
B-3 自転車の安全利用（自転車の運転者は被害者にも加害者
にもなるという両面を持っていること、全ての年齢層に対
する乗車用ヘルメットの着用、車道は左側を通行、歩道は
歩行者優先で車道寄りを徐行）　B-4特定小型原動機付自転
車の安全利用（道路運送車両の保安基準への適合、車道通行
の原則、乗車用ヘルメットの着用）

☆ こども部門＝こどもたちに交通安全を呼びかける部門
　　（重点テーマは特に定めない）
◆応募資格
□ 一般部門Ａ・Ｂ どなたでも応募可能

□ こども部門 中学生以下
のみ応募可能

◆応募方法
□ 応募用紙　毎日新聞社ホー
ムページ（https://www.
mainichi.co.jp/event/aw/
anzen/s logan/yoko.
html）から応募用紙をダ
ウンロードするか、ハガ
キを使用する（ハガキと
同程度の大きさの用紙で
も可）。

□ 個人で応募する場合
　　１枚につき作品（スローガン）１点
　　 ①応募部門（一般Ａ、一般Ｂ、こども） ②重点テーマの番
号（A-1.B-2など。こども部門は必要なし） ③氏名 ④職業（児
童・生徒は学校名、学年） ⑤住所、電話番号を明記する。  

　　（注） 高校生以下は学校所在地と学校電話番号を併記するこ
と。複数作品を応募する場合は一括送付可

□ 学校・企業・団体で一括応募する場合　１枚につき作品（ス
ローガン）１点　①応募部門（一般Ａ、一般Ｂ、こども） 
②重点テーマの番号（A-2.B-3など。こども部門は必要なし） 
③氏名 ④所属する学校名・学年または企業・団体名） ⑤所
属先の住所、電話番号を明記する。

　　（注） 代表者名（教諭等）の記載があれば、応募者個人の住
所・電話番号の記載は不要。一括送付可

※自作、未発表の作品に限る。応募点数に制限はもうけない。
◆送り先　〒102-0074　東京都千代田区九段南1-6-17
　　　　　毎日企画サービス内「交通安全年間スローガン」係
◆問い合わせ　℡03-6265-6815（平日午前10時～午後５時）
主催　（一財）全日本交通安全協会　毎日新聞社
後援　内閣府　警察庁　法務省　文部科学省　厚生労働省　

　　　　経済産業省　国土交通省　NHK（予定含む）
協賛　JA共済連

締め切り  令和８年８月31日（月）消印有効

ン）１点

交通安全年間スローガン（標語）募集

令和８年度  交通安全ファミリー作文コンクール 作品募集中！
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／
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各地区の交通安全活動

2026.８
 第
380号

交通安全協会では、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。交通安全協会へのご入会をお願いいたします。

会員が利用できる協賛店一覧やサービス内容は、二次元コードから確認してください。

自転車マナーアップ指導 高齢者交通安全教室

前橋東

小学校交通安全教室

前　橋

安　中 富　岡 藤　岡

高　崎

小学校交通安全教室 交通少年団認証式 自転車マナーアップ指導

こども園交通安全教室

大　泉

高齢者交通安全啓発

こども園交通安全教室交通安全街頭指導

太　田

吾　妻西吾妻

幼稚園児交通安全教室

小学校交通安全教室

伊勢崎

沼　田

桐　生 館　林渋　川

保育園交通安全教室 こども自転車大会練習 交通安全講師団交通安全教室


